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天然物を利用した病言防除の可能性について
～エリシターや乳酸菌を例として～

Mj〕 ・‐1● フアルマ 株式会社 種 村賢司

はじめに

EUにおける化字展業の肖」洞に向けF_対価を言め

痛書空随除の管理手法として PM Ontgロ セd

Ptt Mana印 ぃonti総台的有雷生物管理)が 推奨

されている。これに伴い PMで 使用できる資材の関

発が求められており、欧米では、PM資 材の市場が,

後 拡 大すると予想さllてしヽる

当社ても 化 学盛票以外に BT剤 「サフリすOJ

重首を有tl成倉とする 「ハーモメイトOJ バチルス

ズブチルスを成分とする微生物震薬 「イツブレッシ

ョンOJなどの南品を販売している これらの商品は
HM。
研エコシリーズ

｀
として 環 境にやさししヽ農業

資材と位tEl寸けている。

本語浸では 環 境こ調示Dした霞業蒼材の開発を目

指した当社研究の紹介として 天 然物であるエリシ

ターや 乳 酸菌を用いF_微生物農票による病言防除

の可能性を報告したしヽ

エリンター

植物は 痛原菌の感染を受けると 過敏感細胞死

感梁特異的 (PRタ ツパク質の話導 抗箇性物質|フ

アイトアレ■シンなど)の醤積など 様 々な防御応答

をして自身を守ろうとしている。これらの防御応答

よ 信 主である植物が 痛 原菌の成分を調識するこ

とでSき 起こす (do代)こ のため 認 識に関5す る

痛原菌由来の物質はエリシター(do南 r)と呼ばれ

様々な痛原菌より、精 脂 質 タ ンパク質などの成

分がエリシターとして同定されている。

【新規工リシターの同定〕

弱々は イ ネの抵抗反価の一つてある抗菌性物質

の産生誘導を指標として、いもち馬菌よリエリシタ
ーの探索を行つた そ の結果 広 義にスフィンゴ脂

質に分類される セ レフロントAお よびセレフロシ

トC(図 1)が エリシターとして単離 同 定された

くKoga竹 99勧 )ス フインゴ脂質は 動 物細担や

酵母において 佃 13の分化や増殖 アポトーシスな

どにP45するなど 多様な生理機能が報告されてしヽ

る セ レフロンドは シイタケ糸実体を志導する成

分として、青カピから既に単離されていたが セ レ

ブロシドによる値物へのエリシター作用は 初 めて

の知見であつた。また イ ネいもち痛箇以外の様々

な道物痛原性カピ類にセしフロシトが存在しており、

セレフロシトA C以 外にセしブロシド8も 存在し

ていた (Umoぃ uc 2α O)。 また セ レフロツト

A、B C類 緑体間の比活性は同じであつた (梅村&

百賀 12993)の に対し ス フィンゴシン塩基の38

分橋道が異なる動物や植物のスフィンIj脂質によ

エリツター活性本 君められなかつた。このことから

値物は カ ピ特有のスフィンゴ脂質幡道を認識する

ことで 痛原画の感染を認識している可能性がある

ウ 0ウは

J4.F__～
、_⌒

用
十iiイ
｀‐ヤ ‐` ャ`′ヽ 卜!

tレブrlラト0

α ‐
lケ、_本 ___ ヽ ■ 、

ヤ ー

0

J

‐小
軌■ド‐●■==●v
t。|

0中のによ的1カのレ,と,ミト

い イ
ヽ 千
X I }■ 争 ● ●

"もの代=bltグルllttt,=】
OⅢ

°ば“喘メ'“==

国1 カヒ首東めtレブ0ンドうよJHj悩塙自芸めクルコンル‐ ヽド

【セレフロシドエリシ'一 の病吾崎除効果】

植物の防除応答を3き 起こす工リンターよ 嬢 要

として利用できる司能性がある。実球、欧米では

タンフヽク質エリシターのハーピンや 多 粘エリシタ
ーのラミナリンが盛東登録されてしヽる。新規なエリ

ンターとして華離されたセしフロシトについても

室実散布処理によるイネいもち病妨除討騒を実施し

たところ 抗 菌剤であるフサライトと同等の発病抑

制効果が調められた (図 2 Umomura ot al



(2tXIC)。また 当 該試察において対照菓剤の一つ

として使用したプロベチソールは、イネいもち病防

時において 最 も多く使用されている化学農薬であ

る そ の防略作用は 通 自の穂票とは異なリ エ リ

シターと同様 イ 子の痛富抵抗性を誘導することで

防除効果を発揮する (梅村 古 東 三 冨 (2336)。

ブロベナゾールさ エ リシターのような天然成分で

はないが エ リンターと同様に病原菌に対しては直

接的な抗菌作用を示さないことから 耐 性菌が発生

しにくいと考えられる 実 際に フ ロベすゾールほ

イネいもち痛防除剤として35年 以上に渡って使用

されてしヽるが 耐 は菌発生の報告はまだ察い ブ ロ

ベナゾールのようなタイプの懐葉は抵抗性誘導剤と

呼|まれ 展 票の1'用特性の分類上 抵 tr■性誘導剤と

エリンターは同じカテゴリーとなつている (FRA3

oodeP hio//、 ⅢvA"fraOすnfげfrao/index hin)

熟々よ ブ ロベナツールの崎除メカニズムの解析七

進めており、その全奮はまだ明らかとなつてしヽなしヽ

が イ ネに対する磨害抵抗性シグナル伝達の活性1ヒ

においてセレフロシトエリシ'一 と|よ違う点もある

ことを確認している (Umomuo(2990)。 また

セしフロシトエリシターは プ ロベナツールと|ま防

除スペク トラムで も違 いが認め られて いる

(Umemurd lを33つ )こ とから、当社では、環境

調利Fu慶業資材として開発研究を進めている。

エスト社力ヽ マルチナショナルのバイエル社に目収

されたことが報道されたばかりであるが 生 物の機

能を利用した痛害崎除装術が、擦境保全型醒業の主

力となることを回人的にも期待している。日本にお

いても 徹 生物憩来の登録数は増え続けており こ

れまでに 盈 _1/●‐居や R影 ,Jク"o,2● 店などの細

菌 ん,6伽 ″″属や 胎商o″ oぃ 属などの糸状

菌が徹生物霞要として使用されている。

はじ酸菌株の選抜と崎除効果】

当社で 3 京 都府躍林氷産技術センター 生 物資

源研究センターと京都府立大学との共同研究により

乳酸菌を有効成分とする微生物震票の研究開発に取

り組んでいる ヨt酸箇よ 消 化管内の細菌泰を改善

し 宿 主に有盃な作用をもたらすフロフヽイオティク

スの代表的な微生物であり 整 婦作用 発 癌リスク

ほ洞作用 免 疫lJt活作用などの機能も報告されてい

る。このような人の健康に有益な軍t酸菌であれ|ま

使用者や消費書にとって よ り安b感 の持てる微生

物震要になると考えている。

具体的には 漬 物や乳製品などの農品、環勇中の

植物体なとからヨ↓酸画を力離 収 集し 分 離しF_乳

酸菌から痛書防除効果を示す菌株の選肢を行つF_

現83点での開発を授討している乳蟹菌株として ハ

クサイ朝鷹病を妨除する写[醸薄ラクトバチルス ブ

ランタラム EIY株を選張しており、 (社十日本植物防

厘協会委託試験でもその有効性が確調されている

(図3)。
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国2 セ レフ0ン トエリンターのイネいもち痛崎藤効果

軸酸菌

PMて 使用できる資材として 微 生物霞薬が挙|す

られる 徴 生物程粟とま 自 然昇に生息する微生物

のうち.病督防除機能を有する菌株を製剤4ヒしたも

のである。先日 生物震薬ベンチャーの米アグラク

nほ ぃRI■ ,,k

口0′ツ カ と お●0ら ■6H印 は,(口 m“ コぃ )

【乳酸菌の推定される防側メカニズム】

BY体 と各種雪限 菌標準菌株のハクサイ軟庸痛に

対する防除効果を比較したところ BY株 は各種乳酸

菌標準箇株より安定して高い防除効果を示した ま



た 8Y株 の死自体処理でも 効果は低下するものの

防除作用を示した。また 馨 天培地上での歓腐痛菌

に対する抗箇活性を調査したところ 供 試した乳酸

菌珠はいすれも抗菌活性を示し BY株 だけに有意な

作用としては記められなかった。また ハ クサイ切

葉に朝鷹痛菌と BY林 を混台接種しても痛斑形成が

le言されない一方、ハクサイ渡体培地で混台塔雲す

ると BY株 は殺菌作用を示した (荻山ら)。次に、

ポット識おしたハクサイ葉に BY株 とラクトバチル

ス プ ランタラム標準菌 」CMl149株 をそれそれ

噴霧処理し 経 時的に菌密度を調査した結果 両 菌

株とも有傷部では処理 2日 後まで増殖が謂められた

く図4)軟 腐痛菌は犠□から感梁するため、傷□で

のヨ[酸菌の贈殖が軟庸痛菌の8梁 防御に関与する可

能性が書えられた。一方、無鶴部てほ 」CMl149

株は処健 1日 後には検出されなかつたな BY珠 は

処理 3日 後まで認められ 定 着性に関しては 8Y株

の方が上回ることが示崚された。さらに 無 傷書1に

おける BY株 の定お置が多いほど 長 期間にわたり

菌密度は高く ま た、定書後に付鶴した揚台でも

儀□における菌密度は高く維持されていF_(津 田ら)。

以上の結果より BY株 の防鯨メカニズムとして lE

抗性誘導やハクサイ穫痛業で発揮される殺菌作用が

関与することが示唆される。またハクサイ繁上にお

ける定書性の高さも 他 の乳酸菌株と比較して高い

防蘇効果を発揮する霊困の可能性があると考えてい

る。
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図4 ハ クサイ葉における軍[酸菌株の定書性
ハクサイ1カ月株の0助虫面の有懐割及び照傷部
に 1× l l17c的ァ雨 の乳酸菌8濁 務を碩残処理後
経時的に解取して自密官を臨査
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平成24年 度生物的防除部会第 18回 総会報告

記

日  時   平 成24年 6月 2打 日 午 後3時 -3時 30分

場  所   東 京展業大学2号 館3階 国曝寝業開発学科倉議霊

出  席   14名

議  題   1 桝 井会長が平成23年 度の事業および決算報告伝 Jり幡 五役極 騒 報告をおこない、

全員質成にて承認された

事業内容 1綸会1□  謙 喜含5□  詰 演会2回  特 別講浸会“□ 部 会ニュース発行2回

2 新 室長に和日現副懇 副会長に根本親幹事を選出砿 全員質成にて承認された。

3 和 国新会長が平成24年 度の事業d Elおよび予算察を報告し、全員「Ftにて承認された。

事業内容 1総会1□  幹 事会4回  講 濃会3回  部 含ニュース発行3回

4 会 員軸fe3:

平成24年 度より1社 退会となり 現 よ 法人会日16社  拒 状会員 1名 になる

平成23年 度決算
1)収 入の部

項 目 予掌観 (ハ) 実ほ額 (B) 喜榛 (A―e)

擦 越 129949 ,勾 049 0

を  ■ 3布 ∞ 0 3250011 211axl

驚収入 30 MXl Ⅲ抑 0 2 5 99025

酎
Ft 4勢 9 574974 -711025

綺研朗宮金は 予 算 “C6∞ 0円  案 績前 S7757円 であ

つた こ れらは 鷺 研より直終支払われたにわ 収 入より席

外した

平成24年 度予算
1収 入の部

項  目 前年度予母 本年度予“ 崎 吉    |

前4E度濃建 120949 131亜 4

会  費 345000 3451〕 〕0
法人 16ヤ 固人 1

宮

確収入 斡 Ct k 30-

助成金 ilX1000 Ⅲ00000 幻台研究所より  |

H 004949 6569歓

■ ― 社の前i末 H4分あり

2)受 出の剖

項  目 予算 は 〉 察擦観 (B) 窪甑 (ABう

Elス発行資 1∞ ∞ 0 15∞ 0 1430C0

怠臨費 Ol101 ⅢOフ 39ng

通信ヨ ac t r 33ω 0370

翻親会費 93的 200713 - 1 1 0 7 1 9

題師部金 lFll m 403∞ 0 50ω

轟師航奈 的 的 46抑 433的

査通寮 缶 m ●ス∞ -2m

鷺  費 S000 0 5 0∞

予臨費 ∞ 勢 0 0 60949

酎 604040 30S020 211020

3)1財 髄 674研 4円 )― 支u4繭   (30SO_O円 )
=ツ府荘韓建臨 (1 3Ⅲ取 4円 )

コ支uの 部

頂  日 価年度手掛 本年度予算 庫  者

=Ⅲ 発行賢 100000 2“0000
=1ス 3=カ

(0同J発さを外注)

_‐膝責 50∞ 3 -

通信■ 401〕〕0 20∞ 0 二■ス外i力 を削JE

想観=tt 90 1Xl g】αヵ g親 会●口分

轟師調金 1●●000 193m 距師 5名 方

講師航費 弱 ∞ 0 軸 α" □上

交通, 36“〕う0 缶 m

鷺  震 う000 Sm

亨臨質 60049 010磁

討 6114649 6509F4
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講演会のお知らせ

下記のとおり生物的賄備 口会平成24年 度第2回講演会を開催いたします。会員の皆

様には是非ご参〕Dくださいますよう、お願い申しあげます。

日  時    平 成24年 10月 11日 (本) 午 後3崎～同5時 30分

場  所    東 京農業大学世日谷キャンパス2号 密3階  国 臨換集開発学科会議室

発  演    演 圏1「 カンキツ国における生舶関相互作用と土お天敵利用技術J

金IFL治 氏  (静 岡県農林技術酎究所 実 樹研究センター)

演題2「 室欝という生業の変tg_ミ ツバチ産業衰退と私の提案」

超智 字 氏  (個 ピーライン)

なお 議浸会終了後 演者を図んでの懇親会 (会費打CXICl円)を予定していま曳

ぜひこ参aDくださぃ

発行 東 京鼠業大学鶴台研究所研究公

生胸的防藤部会 (代表 和 国召夫)

千1∞ -8∞ 2 東 京都世日谷区桜 "」 H

l■ 0 3 - 5 4 7 7 - 2 4Ⅲ Ⅲ (直通)

●A X  0 3 - 5 4 7 7 - 4 0 3 2

o一m都  (光 dat③n田 封noJp
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